
第二章　存在論

　一般哲学でいう存在論のギリシャ語の語源はOntologia であり、それは onta（存在するもの）

と logos（論理）の合成語であって、存在論は存在に関する根本問題を研究する哲学の一つの

部門をいうのです。しかし統一存在論は、統一原理を基本にして、すべての存在が神様に

よって創造された被造物であると見る立場であり、被造物の属性（共通の属性）は何であり、被

造物はいかに存在し、またそれはいかなる運動をしているか、ということを扱う部門です。

　本存在論は、すべての被造物をその対象としています。しかし人間は万物の主管主であっ

て、万物とはその格位が違うので、人間に関しては本性論においてさらに詳細に論ずることに

します。したがって本存在論は、主として万物に関する理論であるということができます。

　原相論は神様に関する理論ですが、存在論は万物に関する説明を通じて原相論を裏付け

る理論なのです。つまり原相論は統一原理に基づいた演繹的な理論であるために、そこで説

明された神様の属性が、実際にどのように万物の中に現れているのか、また現れているとすれ

ばどのように現れているのか、ということを明らかにするものが本存在論なのです。そして、もし

万物の中にそのような神様の属性が普遍的に現れている事実が明らかにされれば、原相論の

真理性がよりいっそう保証されるのです。言い換えれば、万物の属性を扱う存在論は無形の

見えない神様の属性を可視的に確認する理論であるということができます。

　今日、自然科学は急速な発展を遂げましたが、ほとんどの場合において、科学者たちは神

様のことを考えておらず、ただ客観的に自然界を観察しただけでした。しかし相似の法則に

よって万物が創造されたために、自然を観察した科学的事実が神様の属性と対応するという

ことが明らかにされれば、自然科学はむしろ原相論を裏付けるという論理が成立するようになり

ます。実際、今日までの自然科学の成果が神様に関する理論を裏付けるという事実が本存在

論において証明されるでしょう。

　統一原理によれば、人間は神様に似せて造られ（創世記1/27）、万物は人間に似せて造ら

れました。神様は宇宙の創造に先立って、心の中でまず神様に似せて人間の像（姿）を描い

たのです。そして次に、その人間の像を根本にして、それに似せて万物を一つ一つ創造され

たのです。これを「相似の創造」といいます。そして、このような創造の法則を「相似の法則」と

いいます。

　ところが万物は、今も昔も本来をの姿をそのままもっていますが、人間は堕落することによっ

て本来の姿を失ってしまったために、人間によって構成された社会も本来の姿を失い、非正

常的な状態におかれるようになったのです。したがって現実の人間と社会そのままでは「存在

の問題」と「関係の問題」の解決の道を見いだすことはできないのです。そこで聖人や哲人た

ちは、空の星の運行や、自然万物の消長、変化や、四季の変遷の中で悟った理論でもって、

彼らの教えを打ち立てたのです。しかし彼らは、なぜ人間と社会を救済する真理が自然界を

通して得られるのかを知ることはできず、ただ直感的にそのような真理を悟っただけだったの

です。

　統一原理によれば、万物は本然の人間の姿を標本として造られたものであるので、自然界を

通じて本来の人間と社会の姿を知ることができるのです。原相論において、神様の属性を正し

く理解することが、人間や社会の諸問題を解決することのできる鍵となることを説明しました。し

かるに創造は相似の創造であるために、神様の属性だけでなく、万物の属性を正しく理解す

れば、これもまた現実問題の解決の鍵となるのはもちろんなのです。したがって、存在論も現

実問題を解決するまた一つの基準となる思想部門なのです。

　本存在論では、万物一つ一つの個体を存在者といいます。したがって存在論は存在者に関

する説明であり理論であるということができます。そして存在者に関する説明を「個性真理体」

と「連体」という二項目に分けて行うことにします。

　ここで個性真理体とは、神様の属性、すなわち原相の内容にそのまま似た個体のことをいう



のであり、一個体を他の個体との関係を考えずに、独立的に扱う時の被造物をいいます。しか

し実際は、すべての個体は相互間に密接な関係を結んで存在しています。そこで一個体を他

の個体との関係から見るとき、その個体を連体といいます。したがって連体は、相互関係性を

もつ個性真理体をいうのです。

　被造物（存在者）は神様に似せて造られましたので、すべての被造物の姿は神相に似てい

ます。しかるに神相には普遍相と個別相があるので、すべての個体は原相に似て、普遍相と

個別相をもっています。ここで普遍相とは性相と形状および陽性と陰性をいい、個別相とは各

個体がもっている特性をいいます。まず個性真理体の普遍相、すなわち性相と形状、陽性と

陰性について説明します。

一　個性真理体

（一）　性相と形状

　すべての被造物は、何よりもまず原相に似た属性として性相と形状の二側面をもっています。

性相は機能、性質など見えない無形的な側面であり、形状は質料、置く像、形態などの有形

的な側面です。

　まず鉱物においては、性相は物理化学的作用性であり、形状は原子や分子によって構成さ

れた物質の構造、形態などです。

　植物には、植物特有の性相と形状があります。植物の性相は生命であり、形状は細胞およ

び細胞によって構成される組織、構造、すなわち植物の形体です。生命は形体の中に潜在す

る意識であり、目的性と方向性をもっています。そして生命の機能は、植物の形体を制御しつ

つ成長させていく能力、すなわち自律性です。植物はこのような植物特有の性相と形状をもち

ながら、同時に鉱物次元の性相的要素と形状的要素を含んでいます。つまり植物は、鉱物質

をその中に含んでいるのです。

　動物においては、植物よりもさらに次元の高い動物に特有な性相と形状があります。動物の

性相は本能といいます。そして動物の形状とは、感覚器官や神経を含む構造や形態などです。

動物もやはり鉱物質をもっているのであって、鉱物次元の性相と形状を含んでいます。さらに

植物次元の性相と形状も含んでいます。動物の細胞や組織は、みなこの植物次元で作用して

いるのです。

　人間は、霊人体と肉身からなる二重的存在です。したがって人間は、動物よりさらに次元の

高い、特有の性相と形状もっています。人間に特有な性相とは、霊人体の心である生心であり、

特有な形状とは霊人体の体である霊体です。そして人間の肉身においては、性相は肉心であ

り形状は肉体です。

　人間の肉体の中には鉱物質が含まれています。したがって人間は、鉱物次元の性相と形状

をもっています。また人間は、細胞や組織からできており、植物次元の性相と形状をもってい

ます。また動物と同じように、人間は感覚器官や神経を含んだ構造と形態をもっており、動物

次元の性相、すなわち本能的な心を肉心といいます。こうして人間の心は本能としての肉心と、

霊人体の心である生心から構成されているのです。ここで肉心の機能は衣食住や性の生活を

追及し、生心の機能は真美善と愛の価値を追及します。生心と肉心が合性一体化したものが、

まさに人間の本然の心（本心）なのです。

　ここで人間の霊人体について説明されています。肉身は万物と同じ要素からできており、一

定の期間中にだけ生存します。一方、霊人体は肉身と変わりない姿をしていますが、肉眼で

は見ることのできない霊的要素からできていて永遠に生存します。肉身が死ぬとき、あたかも

古くなった衣類を脱ぎ捨てるように、霊人体は肉身を脱ぎ捨てて、霊界において永遠に生きる

のです。霊人体も性相と形状の二性性相になっていますが、霊人体の性相が生心であり、形

状が霊体です。霊人体の感性は肉身生活の中で、肉身との相対関係において発達します。



　すなわち霊人体の感性は肉身を土台として成長するのです。したがって人間が地上で神様

の愛を実践して他界すれば、霊人体は充満した愛の中で永遠に喜びの生活を営むようになり

ます。逆に地上で悪なる生活を営むならば、死後、悪なる霊界にとどまるようになり、苦しみの

生活を送るようになるのです。

　人間は鉱物、植物、動物の性相と形状をみなもっています。そしてその上に、さらに次元の

高い性相と形状、すなわち霊人体の性相と形状をもっています。そのように人間は万物の総

合実体相または小宇宙であるといいまうｓ。以上説明したことにより、鉱物、植物、動物、人間と

存在者の格位が高まるにつれて、性相と形状の内容が階層的に増大していくことが分かりま

す。これを「存在者における性相と形状の階層構造」といいます。

　ここで留意すべきことは、神様の宇宙創造において、鉱物、植物、動物、人間の順序で創造

するとき、新しい次元の特有な性相と形状を前段階の被造物に加えながら創造を継続し、最

後に最高の次元の人間の性相と形状を造ったのではないということです。神様は創造に際し

て、心の中にまず性相と形状の統一体である人間を構想されました。その人間の性相と形状

から、次々に一定の要素を捨象し、次元を低めながら、動物、植物、鉱物を構想されたのです。

しかし時間と空間内における実際の創造は、その逆の方向に、鉱物から始まって、植物、動物、

人間の順序で行われたのです。これを結果的に見るとき、人間の性相と形状は、鉱物、植物、

動物のそれぞれの特有な性相と形状が積み重なってきたように見えるのです。人間の性相と

形状が階層的構造を成しているということは、次のような重要な事実を暗示しています。

　第一に、人間の性相は階層性をもちながら、同時に連続性をもっているということです。すな

わち人間の心は生心によって肉心をコントロールすることができるのです。また人間の心は、

生命とも連なっています。通常、心は自律神経をコントロールすることはできませんが、訓練に

よってそれが可能となることが知られています。例えばヨガの行者は、瞑想によって心臓の鼓

動を自由に変化させたり、時には止めることさえできるのです。そして心は、体内の鉱物質の

性相とも通じているのです。

　人間の心はまた、体内的にだけでなく対外的にも、他の動物や植物の性相とも通じ合ってい

ます。例えば人間の念力によって、物理的手段を用いることなく、動物や植物はもちろん鉱物

にまでその影響を及ぼすことができるということも、明らかにされています。動物、植物、鉱物が

人間の心に反応するということも知られています。植物の場合、アメリカの嘘発見器の検査官

であるクレーブ・バクスターが確認した「バクスター効果」がその一つの例です。そして、鉱物

や素粒子も自体内に思考力をもっているのではないかという推測までなされているのです。

　第二に、人間の性相と形状の階層的構造は、生命の問題に関して重要な事実を示唆してい

ます。今日まで、無神論者と有神論者は神様の実在に関して絶えず論争を続けてきました。

その度ごとに、有神論者たちは「神様なしに生命が造られることはありません。神様だけが生

命を造ることができます」と言って無神論者を制圧してきたのです。いくら自然科学が発達して

も、生命の起源に関する限り、自然科学は合理的な論証を提示することはできなかったので

す。そして長い間、生命の起源の問題は有神論が成立し得る唯一のよろどころだったのです。

ところが今日、その唯一の拠点が無神論によって破壊されているのです。科学者が生命を造

りうる段階に至ったと主張するようになったためです。

　では、果たして科学者は生命を造ることができるのでしょうか。今日の生物学者によれば、細

胞の染色体に含まれるＤＮＡ（デオキシリボ核酸）は、アデニン、グアニン、シトシン、チミンとい

う四種類の塩基を含んでいますが、この四種類の塩基の配列が生命の設計図というべき遺伝

情報になっています。この遺伝情報に基づいて生物の構造や機能が決定されているのです。

結局、ＤＮＡによって生命体が造られているという結論になるのです。そして今日、科学者がＤ

ＮＡを合成しうるという段階にまで至ったのです。したがって唯物論者たちは、生命現象を説

明するのに神様の存在は全く必要ないと主張するのです。結局、神様はもとより存在しないと



いうのです。

　ところで科学者がＤＮＡを合成するということは、果たして生命を造ることを意味するのでしょ

うか。統一思想から見れば、科学者がいくらＤＮＡを合成したとしても、それは生命体の形状面

を造ったにすぎません。生命のより根本的な要素は生命体の性相です。したがって科学者が

造りえるのは、生命それ自体ではなく、生命を担うところの担荷体にすぎないのです。人間に

おいても、形状である肉身は性相である霊人体を担っているのであって、肉身は父母に由来

するのですが、霊人体は神様に由来するのです。同様に、ＤＮＡが科学者に由来しうるとして

も（すなわち科学者がＤＮＡを造ったとしても）、生命それ自体は神様に由来するのです。

　ラジオと音声について考えてみます。ラジオは放送局から来る電波を捕えて音波に変化させ

る装置にすぎません。したがって科学者がラジオを造ったとしても、科学者が音声を造ったわ

けではありません。音声は放送局から電波に乗ってくるものだからです。それと同じように、た

とえ科学者がＤＮＡを造ったとしても、それは生命を宿す装置を造ったにすぎないのであって、

生命そのものを造ったとはいえないのです。

　宇宙は生命が充満している生命の場なのですが、それは神様の性相に由来するものです。

そこで生命を捕える装置さえあれば、生命がそこに現れるのです。その装置にあたるのがＤＮ

Ａという特殊な分子なのです。「性相と形状の階層的構造」から、このような結論が導かれるの

です。

（二）　陽性と陰性

　陽性と陰性も二性性相です

　次は、個性真理体の陽性と陰性について説明されています。原相論で述べられたように、陽

性と陰性も神様の二性性相ですが、それは性相と形状の属性です。つまり性相にも陽性と陰

性があり、形状にも陽性と陰性があるということなのです。

　まず、人間の性相と形状における属性としての陽性と陰性のついて説明されています。人間

の性相は心ですが、心には知情意の三機能があります。この知情意のそれぞれの機能に陽

的な面と陰的な面があるのです。

　知の陽的な面は、明晰、記憶、想起力、判明、才知などです。それに対して知の陰的な面は、

模糊、忘却、記銘力、混同、生真面目などをいいます。情の陽的な面は、愉快、騒がしい、喜

び、興奮などであり、情の陰的な面は、深い、静粛、悲しみ、沈着などです。意においては、積

極的、攻撃的、創造的、軽率性などが陽的な面で、消極的、包容的、保守的、慎重性などが

陰的な面です。

　形状すなわち体においては、隆起した部分、突き出した部分、凸部、表面などが陽的な面

であり、陥没した部分、孔穴部、凹部、裏面などが陰的な面です。

　動物、植物、鉱物においても、それぞれ性相に陽性と陰性があり、形状に陽性と陰性があり

ます。動物には活発に行動する時と、そうでない時があります。植物には成長する時と枯れる

時があり、花が咲く時と散る時があり、幹は上に向かい、根は地中に向かっています。そして鉱

物においては、物理化学作用性が活発に進行する時と、そうでない時があります。これらがそ

れぞれ性相面における陽性と陰性です。形状面にも陽性と陰性の現象が現れます。形状の

突出部と孔穴部、高と低、表と裏、明と暗、剛と柔、動と静、清と濁、熱さと冷たさ、昼と夜、夏と

冬、天と地、山と谷などが陽陰の例です。

　以上、個性真理体の性相と形状における陽性と陰性について説明しました。ところで各個性

真理体において、性相と形状はこのように陽性と陰性を属性としてもっていますが、ある個体

は陽性をより多く表し、他の個体は陰性をより多く表しています。前者を陽性実体といい、後者

を陰性実体といいます。人間における男性と女性、動物における雄と雌、植物における雄しべ

と雌しべ、分子における陽イオンと陰イオン、原子における陽子と電子がその例です。単細胞



のバクテリアにも雄と雌があるといわれています。

　人間の場合の陽性実体と陰性実体

　陽性実体と陰性実体は特に人間において、それぞれ男性と女性を表す概念としてよく用い

られます。それでは人間の場合、陽性実体と陰性実体とは具体的にいかなるものなのでしょう

か。それに関してはすでに原相論におておいても詳しく述べられていますが、ここで再びその

要点を述べられています。

　形状（身体）において、男性と女性の陽陰の差異は明らかであって、それは量的差異です。

すなわち男性の身体は女性の身体に比べて陽的な要素がより多く、女性の身体は男性の身

体に比べて陰的な要素がより多いのです。それに対して性相（知情意の心）における男女間

の差異は質的な差異なのです。

　すでに説明したように、男性と女性は共に、知にも情にも意にも陽陰がありますが、それぞれ

の陽陰には男女間で質的な差異があるのです。例えば陽的な知である明晰の場合、男女共

に明晰さをもっていますが、男性と女性の間で明晰さの質が異なるのです。男性の明晰さは

包括的な場合が多く、女性のそれは分析的または縮小指向的な場合が多いのです。また陰

的な情である悲しみの場合、男性の悲しみは悲痛（激しい悲しみ）の傾向があり、女性の悲し

みは悲哀（繊細な悲しみ）の場合が多いのです。そして陽的な意である積極性の場合、男性

の積極性は硬い感触を与え、女性の積極性は軟らかい感触を与えるのです。性相におけるこ

のような男女間の差異が質的差異なのです。

　理解の便宜上、声楽の例を挙げてみます。声楽において、男性のテノールと女性のソプラノ

は共に高音（陽）ですが、それらは互いに質的に異なっています。また男性のバスと女性のア

ルトは共に低音（陰）ですが、それらも互いに質的に異なっています。男性と女性における、性

相の属性である陽性と陰性には、このように質的に差があるのです。そのために男性には男ら

しさが現れ、女性には女らしさが現れるのです。

　次に、宇宙の創造過程において、いかに陽陰の作用が働いてきたのかを見てみましょう。神

様の創造は、陽陰の調和を活用した一種の壮大な芸術作品の創作に比喩することができま

す。すなわち調和という面から見るとき、神様は「天地創造」という一つの壮大な交響曲を演奏

してきたと見ることができるのです。神様は大爆発（ビッグバン）より始めて、銀河系を造り、太

陽系を造り、地球を造られました。そして地球上において、植物、動物を造り、最後に人間を

造られました。そのとき、交響曲の演奏において、音の高低、強弱、長短、陽的な楽器と陰的

な楽器の演奏など、いろいろな陽陰が調和して作用しているのと同様に、宇宙創造の過程に

おいても、無数の陽陰の調和が作用してきたと見るのです。

　銀河系には約二千億の恒星がありますが、それらは渦巻状に配列されています。星の密な

ところが陽であり、まばらなところが陰です。地球には陸と海ができましたが、陸が陽で海が陰

です。山と谷、昼と夜、朝と夕、夏と冬なども陽陰の調和です。このように数多くの陽陰の調和

が絡み合うことにより、宇宙が形成され、地球が形成され、生物が発生し、人間が出現したの

です。

　人間の活動も陽陰の作用によって行われています。夫婦の調和によって、家庭が維持され

ています。美術創作においても、線の屈曲、色の明暗、濃淡、量感の大小などの陽陰の調和

が必要です。

　このように宇宙創造においても、人間社会の活動においても、陽性と陰性の調和が性相と形

状を通じて現れているのです。このような陽陰の調和的な作用は変化や発展のために、そし

て美を表すために、なくてはならない要素です。ここに神様が陽性と陰性を性相と形状の属性

としたのは、陽性と陰性を通して調和と美を表すためであると結論になるのです。



（三）　個性真理体の個別相

　個性真理体は性相と形状、および陽性と陰性の普遍相のほかに、個体ごとに独特な属性を

もっています。それが個性真理体の個別相であって、原相の個別相（原個別相）に由来してい

るのはもちろんなのです。

　普遍相の個別化

　個別相は普遍相と別個の属性ではなく、普遍相それ自体が特殊化、個別化されたものです。

すなわち普遍相は性相と形状、陽性と陰性ですが、これらの属性が個体ごとに異なって現れ

るのが、まさに個別相なのです。

　人間の場合、個人ごとに性格（性相）が違い、体格や容貌（形状）が異なっています。また性

相の陽陰や形状の陽陰も個人ごとに異なっています。例えば同じ喜び（情の陽）であっても、

人によってその表現方法がそれぞれ異なっており、悲しみ（情の陰）においても同様です。鼻

は体の陽的な部分ですが、鼻の高さと形は人によってそれぞれ異なっています。体の陰的な

部分である耳の穴を見ても、その大きさとか形はやはり人によって異なっているのです。このよ

うに個別相は、普遍相それ自体が個別化されたものなのです。

　種差と個別相

　一定の事物が共通にもつ性質を徴表（Merkmal）といい、同一の概念に属する種概念のうち

で、ある種概念に現れる特有の徴表を種差（specific difference）といいます。例えば「人」は

「犬」や「猫」と同じように「動物」という類概念に属する種概念ですが、「人」という種概念に独

特な徴表である「理性的」というのが人間の種差です。（統一思想から見るとき、徴表や種差も、

共に普遍相の特殊化であることはもちろんです）したがって、ある生物の徴表は、いろいろな

段階の種差が合わさったものとなっているのです。

　例えば一人の人間を考えてみます。人間は生物でありながら、植物ではない動物の徴表す

なわち種差をもっています。また動物として、無脊椎動物ではない脊椎動物の種差をもってい

ます。また脊椎動物として、魚類や爬虫類ではない哺乳類の種差をもっています。また哺乳類

として、食肉類や齧歯類ではない霊長類の種差をもっています。また霊長類として、テナガザ

ルなどではないヒト科（Homonidae）の種差をもっています。またヒト科として、いわゆる猿人で

はないヒト属（Homo）としての種差をもっています。またヒト属として、いわゆる原人ではないホ

モ・サピエンスの種差（理性的であるということ）をもっています。

　このように人間の徴表におよそ、界（Kingdom）、門（phylum）、綱（class）、目（order）、科（fami

ly）、属（genus）、種（species）の七段階の種差が含まれています。そしてこのような七段階の種

差の基盤のうえに、個人の特性すなわち個別相が立てられているのです。すなわち七段階の

種差を土台とする個人の特性が人間の個別相なのです。

　ところで人間における七段階の種差は、生物学者たちが便宜的にそのように分けただけで

あって、神様はそのように、いろいろな種差を重ねながら人間を造られたのではありません。

『原理講論』に「神様は人間を創造する前に、未来において創造される人間の性相と形状とを

形象的に展開して、万物世界を創造された」（P67）とあるように、神様は天宙の創造に際して、

一番最後に造るべき人間を、心の中で一番初めに構想されたのです。

　神様は一番最初に構想した人間を標本として、動物、植物、鉱物の順で考えられたのです。

すなわち構想した人間を標本として、動物を考え、次に植物を、その次に鉱物を考えられたの

です。そのように、構想においては、人間、動物、植物、鉱物（天体）という順序で、下向式に

考えられました。ところが実際に被造世界を造る順序はその逆だったのです。すなわち鉱物

（天体）、植物、動物、人間の順序で上向式に造られたのです。

　神様は人間の構想に際して、いくつかの種差を重ねながら構想されたのではありません。一



度にすべての属性（性相と形状、陽性と陰性）をもった人間を構想されたのです。しかも抽象

的な人間ではなく、具体的な個別相をもった人間、アダムとエバを心に描かれたのです。次に

人間から一定の性質と要素を省略し、変形しながら、いろいろな動物を考えられました。次に

動物の一定の性質と要素を省略し、変形しながら、いろいろな植物を構想されました。また植

物の一定の性質と要素を省略し、変形しながら、いろいろな天体と鉱物を構想されました。そ

のような下向式の構想における一段階の構想、例えば動物の段階の構想においても、高級な

ものから始まって、そこから一定の性質と要素を省略または変形しながら、次第に低級な動物

を構想されたのです（植物においても同様です）。したがって創造の結果だけを見れば、人間

において、いろいろな段階の動物の種差が重なっているように見えるのです。

　ここで留意すべきことは、分子、原子、素粒子など微視世界において、個体の個別相は、そ

の個体が属する種類の種差（特性）と同一であるということです。例えば水の分子は、どんな分

子であれ、同じ形態と化学的性質をもっています。原子においても同じであり、素粒子におい

ても同じです。すなわち微視世界においては種差と個別相が一致すると見るのです。原子や

素粒子はより高い次元の個体の構成要素になっているためです。鉱物の場合も同じです。鉱

物からできている山河や宇宙の無数の天体にはそれぞれ個別相がありますが、構成要素とし

ての鉱物それ自体は、やはり種差がそのまま個別相となっているのです。

　これは植物や動物においても同じです。すなわち種差の特性がそのまま個別相となるので

す。例えば木槿の特性はそのまま、すべての木槿の個別相となり、一定の種類の鶏の特性は、

そのまま同種のすべての鶏の個別相となります。そのように人間においては、個人ごとに個別

相が異なりますが、人間以外の万物は種類によって個別相が異なるのです。

　個別相と環境

　人間において、個別相とは個体が生まれつきもっている特性ですが、個別相にも環境によっ

て変わる側面があります。それは原相がそうであったように、すべての個体は、存在または運

動において、自己同一性と発展（変化性）の両面を同時現すためです。言い換えれば、人間

は不変性（自己同一性）と可変性（発展性）の統一的存在として存在し、成長するのです。そ

の中で不変的な側面が本質的であって、変化する側面は二次的なものなのです。個別相を

遺伝学から見れば、遺伝形質に該当するということができます。この個別相が個体の成長過

程において、環境との不断の授受作用を通じて部分的に変化していくのです。個別相のうち、

このように変化する部分、または変化した部分を個別変相といいます。おの個別相の可変的

な部分は、遺伝学上の獲得形質に該当するといえます。

　ソ連のルイセンコ（T.D.Lysenko,1898-1953）は、春化処理（低温処理）によって、秋蒔き小麦

を春蒔き小麦に変える実験を通じて、環境によって生物の特性が変化すると主張しました。そ

して不変的な形質が遺伝によって子孫に伝えられるとするメンデル・モルガンの遺伝子説をけ

形而上学として否定したのです。生物の本来的な不変性を否定し、環境による変化する面だ

けを強調したのです。このルイセンコの説は、スターリン（J.V.Stalin,1879-1953）によって認め

られ、高く評価されて、それまでのメンデル・モルガン派の学者たちは反動として追放されるま

でに至りました。

　しかし、やがてルイセンコ学説の誤りが外国の学者たちの研究によって確認され、メンデル・

モルガンの学説の正当性が再び認められることになったのです。結局、ルイセンコ主義は唯

物弁証法を合理化するための御用学説であることが暴露されたのです。こうした事実から見て

も、万物は不変性と可変性の統一的存在であることを確認することができるのです。

　個別相に関連して、環境が人間を規定するかという問題があります。共産主義は、人間の性

格は環境によって規定されると主張しており、例えばレーニン（V.I.Lenin,1870-1924）の革命

家的人物としての指導能力は当時のロシアの状況から生まれた産物であるというのです。しか



しながら統一思想から見るとき、人間はあくまでも環境に対して主体であり、主管主です。すな

わち生まれつき突出した個性と能力の持ち主として生まれ、国の内外の条件が成熟した時に、

持って生まれた能力を発揮して、環境を収拾しながらロシアを共産主義革命へと率いていっ

たと見るべきなのです。

　これを個別相という概念で表現すれば、環境は人間の個別相における可変的な部分に影響

を与えるだけで、個別相全体が環境によって規定されるのではないのです。

二　連体

（一）　連体とは何か

　構造から見た連体

　すでに述べられているように、個性真理体とは、その内部に主体と対象の相対的要素があっ

て、両者が目的を中心として授受作用をして、合性一体化したものです。ところでこの個性真

理体は、さらに外的に他の個性真理体と主体と対象の関係を結んで授受作用を行います。そ

のとき、この個体（個性真理体）を特に連体といいます。言い換えれば、内的四位基台を成し

ている一個体が他の個体と関係を結んで外的四位基台を形成した時の個体、すなわち「原相

の二段構造」に似た個性真理体を連体というのです。

　目的から見た連体

　目的という立場から見た場合、すべての個体は必ず個体目的と全体目的という二重目的を

もっています。そのような個体を連体といいます。個体目的とは、全体の生存と発展に寄与し

ようとする目的をいいます。

　次に、被造世界における、素粒子から宇宙に至る固体の系列を見てみます。素粒子は素粒

子としての存続を維持しながら、原子（全体）を形成するために存在しています。原子は原子と

しての存在を維持しながら、分子（全体）を形成するために存在しています。分子は分子として

の存在を維持しながら、細胞（全体）を形成するために存在しています。細胞は細胞としての

存在を維持しながら、生物の組織や器官（全体）を形成するために存在しています。原子や分

子は鉱物（全体）を形成し、さらに地球（全体）を形成するために存在しています。地球は地球

自体を維持しながら、太陽系（全体）を形成するために存在しています。また太陽系は太陽系

自体を維持しながら、銀河系（全体）のために存在しています。銀河系は銀河系自体を維持し

ながら、宇宙（全体）のために存在しています。さらに宇宙は宇宙として存在しながら、人間（全

体）のために存在しているのです。

　人間は外形では極めて小さな存在ですが、その価値は全宇宙を総合したものより大きいの

です。宇宙が人間のために存在するのはそのためなのです。そのように、被造物はみな全体

目的と個体目的をもっています。そして被造万物の全体目的において最高の全体目的は、人

間のために存在することにあります。例えば地球は太陽系を形成するという目的をもっていま

すが、同時に人間の住家になると目的をもっています。また微視世界の電子は、原子を形成

するために原子核の周りを回っていますが、それは同時に人間のためにも（人間の主管の対

象である万物をつくるために）回っているのです。そのように素粒子から宇宙に至るまで、各級

の被造物は、より上位の被造物を構成するために存在しながら、同時に人間のために存在し

ているのですが、前者を形状的な全体目的、後者を性相的な全体目的といいます。

　さらに人間の全体目的は神様のために生きるということです。そのように素粒子から宇宙、人

間に至るまで、すべての被造物は二重目的をもった連体として存在しているのです。

　関係の方向性から見た連体

　原相に内的四位基台と外的四位基台の二段構造があるように、被造世界においても、すべ



ての個体は二段構造を成して、授受作用を行って存在しています。すなわち個性真理体とし

て内的四位基台を維持しながら、同時に他の個性真理体と外的四位基台を成しており、その

基台の上で、共通目的を中心として授受作用を行っています。それが存在の二段構造です。

　外的四位基台の形成において、人間は上下、前後、左右の六方向に授受作用を行います。

私を中心として見るとき、上の方には父母や上司や年長者がおり、下の方には子女や部下や

年少者がいます。前には、先生や先輩や指導者がおり、後ろには弟子や後輩や自分に従う

者がいます。右の方には兄弟や親友、同僚などがおり、左の方には自分と意見の合わない人、

反対する人、性格が一致しない人がいます。このように人間は六方向において他人と関係を

結んで存在しています。これは人間のみならず万物においても同じなのです。このように六方

向に関係を結んでいる個体もまた連体なのです。特に人間がそうなのです。

　人間はまた自然環境とも関係を結んでいます。例えば非常に遠い星からも、人間は何らか

の影響を受けています。宇宙線が人間の生理作用に影響を及ぼしているのは、よく知られて

いる事実です。人間が鉱物、植物、動物と密接な関係をもっているのは言うまでもありません。

そういう意味においても人間は連体なのです。

　唯物弁証法と相互関連性

　連体と関連して、共産主義の唯物弁証法の主要概念の一つである「相互関連性」を批判す

ることにします。スターリンは「形而上学とは反対に、弁証法は、自然を、たがいに切り離され、

たがいに孤立し、たがいに依存しない諸対象、諸現象の偶然的な集積とみなさないで、関連

のある、たがいに依存しあい、たがいに制約しあっていると見る」と、事物の相互関連性を強調

し、事物を個別的にのみ見る立場を形而上学といって批判しました。

　統一思想から見た場合、すべての存在は神様の二性性相に似せて造られているので、個性

真理体として存在するのみならず、連体として、他の個性真理体と直接的、間接的につながっ

ています。唯物弁証法は、そのことを、ただ相互関連性という言葉で表現しているだけなので

す。

　しかも唯物弁証法は、事物の相互関連性を認めるだけであって、なぜそのような関連性を

もっているかということは、全く説明していませんし、また説明することはできないのです。しか

るに長い間、共産主義者たちは、この相互関連性の理論をもって、世界の労働者たちは革命

のために団結しなければならないと主張してきたのです。これは論理の飛躍と言わざるをえま

せん。

　それに対して統一思想は、連体の概念でもって、すべての事物は目的を中心として、直接

的間接的に、上下、前後、左右に必ず他者と相互関連をもっていると説明します。したがって

相互関連性は必然的なものなのです。ゆえに全宇宙は、総合関係性をもった無数に多くの個

体からなる巨大な有機体なのです。

（二）　主体と対象

　先に個性真理体は性相と形状、陽性と陰性の普遍相をもつことを説明しましたが、性相と形

状も、陽性と陰性も、共に主体と対象の関係にあります。ところで被造物である個性真理体は、

性相と形状、陽性と陰性以外に猛一つの主体と対象の相対的要素をもっています。それが主

要素と従要素（または主個体と従個体）です。これは被造世界が時空的性格を帯びているとこ

ろから生じているものです。

　例えば家庭における父母と子女、学校における先生と生徒、太陽系における太陽と地球、

細胞における核と細胞質などは、性相と形状の関係でもなければ、陽性と陰性の関係でもあり

ません。これらは主要素と従要素の関係、または主個体と従個体の関係なのです。これらの関

係もまた主体と対象の関係になっています。このように個性倫理体においては、性相と形状、



陽性と陰性、主要素と従要素（主個体と従個体）という三つの主体と対象の関係が成立してい

るのであり、これらはすべて神様の二性性相における主体と対象の関係に似たものなのです。

　それでは主体と対象の性格はいかなるものでしょうか。主体は対象に対して、中心的、積極

的、動的、創造的、能動的、外向的であり、対象は主体に対して依存的、消極的、静的、保守

的、受動的、内向的です。ところで、そのような主体と対象の関係において、一定の主体的要

素と対象的要素が一時に様々な相対的関係をみなもつというわけではありません。主として、

一対の相対的関係をもつのです。すなわち、主体が中心的なとき対象は依存的になり、主体

が積極的なとき対象は消極的になり、主体が外向的なとき対象は内向的になります。以上のよ

うな特徴を要約して、主体は主管的であり、対象は被主管的であると表現するのです。

　被造世界における個性真理体の系列

　存在者は必ず性相と形状、陽性と陰性、主要素と従要素（主個体と従個体）などの、主体と

対象の相対的要素をもっています。その事実を被造世界の各級の個性真理体、すなわち極

大世界の天宙から極微世界の素粒子に至る系列の、各級の個性真理体を例に挙げて説明し

ます。

　天宙はいくら大きくても、それもまた一個の個性真理体です。それは霊界と宇宙（地上界）か

ら成っています。霊界は目に見えない宇宙であり、地上界は目に見える宇宙ですが、これらが

主体と対象の関係になっています。この場合、霊界と地上界の関係は、人間の霊人体と肉身

の関係と同様に、性相と形状という意味での主体と対象になっています。

　次に宇宙を見れば、これも一つの個性真理体です。宇宙には中心があり、その中心を約二

千億の銀河（星雲）が回っています。その場合、宇宙の中心にある部分が主要素で、多くの銀

河は従要素です。その主要素と従要素も主体と対象になっています。それから銀河系も一つ

の個性真理体です。私たちの住んでいる銀河系は中心核を成している恒星群（核恒星系）と

それを取り囲む約二千億個の星（恒星）の大集団から成っていますが、中心核と恒星は主要

素と従要素であって、主体と対象の関係にあります。

　太陽は銀河系の中の恒星の一つですが、太陽系も一つの個性真理体です。太陽系は太陽

と九つの惑星から成っていますが、太陽と惑星は主要素と従要素であって主体と対象の関係

を結んでいます。太陽系の惑星の中の一つである地球も一つの個性真理体ですが、地球に

は中心部（核）と地殻・地表があります。これも主要素と従要素であり、主体と対象の関係です。

　地表も一つの個性真理体と見ることができます。地表には自然万物と人間が住んでいます。

人間は主要素であり、、自然は従要素です。そして人間は国家を形成していますが、国家は

政府と国民という主要素と従要素から成る個性真理体です。国家の単位である家庭も一つの

個性真理体です。家庭は父母と子女や、夫と妻の関係から成っています。父母と子女はそれ

ぞれ主個体と従個体としての主体と対象の関係であり、夫と妻は陽性と陰性の個体として、や

はり主体と対象の関係にあります。そして個々の人間も個性真理体であって、霊人体と肉身か

ら成っています。この場合、霊人体と肉身は性相と形状の関係であり、やはり主体と対象の関

係にあります。

　それから肉身も個性真理体として、脳と肢体の主要素と従要素から成っています。そして肉

身は細胞からできていますが、個々の細胞はそれぞれ個性真理体であって、核と細胞質とい

う主要素と従要素から成っています。細胞核もまた一つの個性真理体であって、染色体と核

液という主要素と従要素から成っています。染色体も一つの個性真理体であって、核酸（ＤＮ

Ａ）とタンパク質という主要素と従要素から成っています。核酸もまた一つの分子であり、やはり

個性真理体ですが、主要素である塩基と、従要素である糖・リン酸から成っています。塩基や

糖・リン酸を形成しているのは原子です。原子も一つの個性真理体であって、二種の素粒子

すなわち陽子（核）と電子という主要素と従要素からできています。そして素粒子もさらに低次



元の主要素と従要素から成っていると見ることができるのです。

　このように、被造世界は小さくは素粒子から大きくは天宙に至るまで、いろいろな階級の数多

くの個性真理体があり、それらがみな主体と対象の相対的要素から成っているのです。ところ

で一つの個性真理体は、それより上位の個性真理体から見るときには、その上位の個性真理

体の構成要素にすぎません。例えば太陽系は太陽と惑星から構成される個性真理体ですが、

銀河系という上位の個性真理体から見れば、銀河系の一つの構成要素にすぎないのです。し

たがって「個性真理体」は相対的な概念なのです。さらに「主体と対象」も相対的な概念です。

例えば太陽は太陽系の中では惑星に対して主体ですが、銀河系においては中心核（核恒星

系）に対して対象になっているのです。

　主体と対象の類型

　統一思想でいう主体と対象の概念は、従来の哲学における主体と対象の概念と必ずしも同

じではありません。ここでその違いを明らかにします。

　従来の哲学において、例えば認識論では、主体は認識する人の意識または認識する自我

を意味し、対象は認識されるもの、すなわち意識の中にある対象（概念）と意識の外にある対

象（物体）を意味しています（認識論では、一般的に主観と客観という用語が用いられていま

す）。存在論的ないし実践的な意味の主体とは、意識をもった存在者（人間）をいい、対象とは、

主体が対している存在をいいます。要するに、従来の哲学でいう主体と対象の関係は、意識

ないし人間とそれが対している物との関係を意味していたのです。

　ところが統一思想における主体と対象の概念は、それとは違って、人間と物との関係ばかり

ではなく、人間と人間の関係や、物と物との関係においても適用されます。そして主体と対象

関係には次のようないくつかの類型があります。

　①本来型

　これは神様の創造から見て、永遠に成立する、普遍的な主体と対象の関係をいいます。例

えば親と子、夫と妻、教師と生徒、恒星と惑星、細胞核と細胞質、原子核と電子などの関係が

その例です。

　②暫定型

　これは暫定的に成立する主体と対象であり、日常生活において頻繁に起こる関係です。例

えば、講義の行われている間だけ成立する講師と受講者の関係がそうです。本来型の主体と

対象の関係においても、場合によっては主体と対象が逆転する場合があります。例えば家庭

において、夫が不在の時や病気の時は、妻が夫に代わって主体（家長）の責任をもつ場合が

あり、父母が老衰したり病気の時は、子供が父母に代わって家庭の責任をもつ場合があります。

そういう場合は暫定型の主体と対象の関係です。しかしそういう場合でも、本来型が完全に消

えたのではなく、本来型を基盤とした暫定型なのです。

　③交互型

　人間相互間の対象に見られるように、主体と対象が交互に変化する場合、両者の関係を交

互型といいます。例えば話し手は主体であり、聞き手は対象ですが、対話が継続している間、

話し手と聞き手は交互に代わる場合が多いのです。

　④不定型

　どちらが主体でどちらが対象か、人間が恣意的に決定する場合があります。その場合の主

体と対象の関係を不定型といいます。客観的に定められていないという意味です。動物と植

物の関係において、動物は炭酸ガスを放出して植物に与え、植物は酸素を放出して動物に

与えています。ここで酸素の流れから見るとき、植物が主体であり、炭酸ガスの流れから見ると

き、動物が主体です。どちらに重点を置くかによって、すなわち判断者の意志によって主体と

対象の関係が変わります。そのような場合が不定型の主体と対象です。



　授受作用

　二つの個体が共通の目的を中心として主体と対象の相対関係を結ぶと、一定の要素または

力を授け受ける作用が起きます。その作用を授受作用といます。その作用によって二つの個

体（事物）は存続し、運動し、発展します。

　例えば学校において、新入生が入学手続をすれば、その時から教師と学生の間に相対関

係が成立するようになります。相対関係とは、互いに対している関係です。その相対関係の基

盤の上で、教師は教え、学生は学ぶのですが、それが授受作用なのです。その授受作用に

よって、知識や技術が伝達され、学生たちの人格が陶冶されるのです。そのようにして教師は

生きがいを感じ、学生は先生に感謝するのです。また若い男女が何かのきっかけで知り合っ

たり、見合いをしたりして婚約し、結婚して家庭を築いて互いに愛し合うようになります。そのと

き、見合いをしたり、婚約をすることは、相対関係を形成することであり、結婚して愛し合うこと

は授受作用をすることです。また太陽と惑星は四十六億年前から相対関係を結んでおり、そ

れ以来、今日に至るまで、万有引力によって、力を授受しているのです。それも授受作用です。

そのようにして惑星は太陽の周囲を回っているのです。

　原相論で述べられているように、神様の属性において、心情を中心として性相と形状が授受

作用をなして、中和体または合性体を成しています。これは永遠に自存性を維持する自己同

一的な側面です。そして原相には、目的（創造目的）を中心として、性相と形状が授受作用を

行って繁殖体または新生体を生ずるという側面もあります。これは変化、発展的な側面です。

前者の場合が自同的授受作用であり、後者の場合が発展的授受作用です。

　同様に、被造世界の授受作用においても、自同的授受作用と発展的授受作用の二側面が

あります。被造世界は相似の法則によって原相の属性に似せて創造されているためです。例

えば銀河系を見ると、中心の核恒星系とそれを中心とした約二千億個の恒星の間に授受作

用が行われいます。そこにおいて、凸レンズ型の銀河系の姿はいつも一定です。またすべて

の星が一定の軌道を保ちながら回転運動をしていますが、これも銀河系の不変な一側面です。

ところで銀河系は初めはゆっくり回転していましたが、次第に回転の速度が速くなったといわ

れています。また銀河系の中では絶えず古い星が死を迎え、新しい星が誕生しています。そ

のように銀河系には常に変化する面もあります。したがって銀河系における授受作用にも自己

同一的なものと発展的なものとの二つの側面があることが分かります。

　また原相論で述べられているように、神様の性相の内部では、二つの内的要素すなわち内

的性相と内的形状があります。この二つの内的要素が心情または目的を中心として主体と対

象の関係を結んで授受作用をすれば、合性体または新生体を生じます。それが内的授受作

用です。そして性相（本性相）と形状（本形状）が、心情または目的を中心として授受作用を行

い、合性体または新生体を成すことが外的授受作用です。神様におけるこのような内的授受

作用と外的授受作用の二段作用は、同時に二段の四位基台を成すので、これを原相の二段

構造ともいうのです。この二段構造は、そのまま被造世界にも適用されます。そして人間を含

むすべての被造物は、必ず内的に主体と対象に二要素をもつと同時に、外的にも他者と共に

主体と対象の関係を結んでいるのです。

　例えば人間と万物の関係において、人間は内的性相と内的形状の授受作用、すなわち内

的授受作用を行いながら（思考しながら）、外的授受作用によって、万物を認識し、主管して

いるのです。そのとき、人間の内部において行われている、生心と肉心の授受作用を内的授

受作用といい、人間と万物との授受作用を外的授受作用というのです。

　授受作用にはいろいろな類型がありますが、これは主体と対象が、意志または意識をもって

いるのか否かによって区別される類型です。授受作用の類型には次のようなものがあります。

　①両側意識型

　学校の授業において先生が主体、生徒は対象ですが、両者共に意識をもって授受作用を



行っています。このような例を両側意識型の授受作用といいます。人間と人間の授受作用の

みならず、人間と動物、動物と動物においても、双方が意志または目的意識をもって授受作

用を行う場合が多いです。その場合も、両側意識型の授受作用です。

　②片側意識型

　先生がチョークで黒板に字を書いているとき、先生とチョークの間に授受作用が行われてい

ます。その場合、先生は意識をもっていますが、チョークはそうではありません。このように一方

（主体）は意識をもっていますが、他方（対象）はただ受動的である場合、これを片側意識型の

授受作用といいます。

　③無自覚型

　動物は呼吸作用において、植物から放出された酸素を吸収して炭酸ガスを出しています。

一方、植物は、光合成作用を行うとき、動物が放出した炭酸ガスを吸収しながら酸素を出して

います。そのとき、動物は意識的に植物のために炭酸ガスを出しているのではなく、植物も意

識的に動物のために酸素を出しているのではありません。両方共に無意識のうちに、炭酸ガ

スと酸素を交換しているのです。そのように、主体と対象の両者あるいは一方（主体）が意識を

もっていながらも、互いに無自覚的に授受作用を行っている場合を、無自覚型の授受作用と

いいます。

　④他律型

　主体と対象が共に意識をもたず、第三者の意志によって、他律的に授受作用を行うように仕

向けられている場合を他律型の授受作用といいます。例えば太陽（主体）と地球（対象）の授

受作用がそうです。太陽と地球は共に無意識のまま、神様の創造目的（意志）に従って、他律

的に授受作用を行っているのです。また時計において、いろいろな部品が互いに授受作用を

することによって時間を表示していますが、それは時計を造った人間の意志によって、そのよう

に動くように設計されたからです。このような授受作用を他律型の授受作用といいます。

　⑤対比型

　人間が二つあるいは多数の事物を対比（対照）して、それらの間に調和を発見するとき、人

間はそれらが授受作用を行っていると主観的に見なします。これを対比型または対照型の授

受作用といいます。対比型の授受作用において、人間は意識的または無意識的に、一方の

要素を主体に、他の要素を対象に想定して、対比を行うことにより、その二つの要素が授受作

用をなしているものと見なすのです。したがって、このような授受作用は主観的な授受作用な

のです。

　この対比型の授受作用を特に意図的に行う場合が、芸術の創作や鑑賞活動です。芸術家

は作品を創るとき、色と色、光と影などを調和するように調節します。また鑑賞者が作品に対す

るとき、作品の中のいろいろの物理的要素を対比して、調和を見いだそうとするのです。

　思考においても対比型の授受作用が見られます。例ええば「この花はバラである」という判断

は、「この花」を主体、「バラ」を対象として、対比することによってなされると、見ることができま

す。認識においては、外界の対象からくる形、色、香りなどの感性的内容と、人間主体のもっ

ている原型すなわち一定の概念が対比されて認識がなされます。認識論においては、特にこ

の対比過程を照合といいますが、これもやはり対比型の授受作用なのです。

　相対物と対立物

　個性真理体の中には必ず主体と対象の相対的要素があることを説明しましたが、そのような

相対的要素を簡単に「相対物」と表現します。主体と対象の相対物は目的を中心として相対

関係を結び、円満な授受作用を行って合性体を成したり、繁殖体を生じているのです（統一

思想では授受作用の法則を簡単に「授受法」といいます）。一方、唯物弁証法はすべての事

物の中には必ず「対立物」または「矛盾」が含まれており、事物は対立物の闘争によって発展



していると主張します。統一思想の主張するように、事物は相対物の円満な授受作用によって

発展しているのでしょうか。あるいは唯物弁証法の主張するように、事物は対立物の闘争に

よって発展しているのでしょうか。

　すべての事物の中に、必ず二つの要素があるということにおいては、統一思想と唯物弁証法

は一致しています。しかし発展に関しては両者の主張は異なります。その両者の主張のいず

れが正しいかは、事物の中に内在する二つの要素の関係を検討してみれば分かります。すな

わち、二つの要素の間に共通の目的があるかどうかが分かればいいのです。もし共通の目的

があることが確認されれば、二つの要素は相対物であり、なければ対立物であるといえるで

しょう。また二つの要素の相互作用が調和的なものなのか、あるいは闘争的なものなのかを検

討してみて、調和的であれば授受作用であり、そうでなければ弁証法的な作用です。そしてま

た、二つの要素の格位が同じであるかどうかを明らかにすることによっても両者の区別を確定

できるのです。

　マルクスは、事物は弁証法によって発展すると主張しましたが、その実例としては人間社会

の問題を提示しただけでした。すなわち対立物の闘争によって発展している自然万物の実例

は一つも挙げなかったのです。マルクスのその弱点を補うために、エンゲルスが自然科学を研

究して、その成果を『自然弁証法』と『反デューリング論』において明らかにしたのでした。その

中で、彼は「自然は弁証法の検証」であるという結論を出しています。自然現象は例外なく弁

証法に従っているというのです。

　ところがエンゲルスが実例として挙げた自然現象はよく検討してみれば、そこには闘争は全

く見られないのです。かえって共通目的を中心とした調和的な作用だけがあるのを見いだす

ばかりなのです（そのことについて、詳細な例証は省略します）。したがって自然は「弁証法の

検証」ではなく、かえって「授受法の検証」になっているのです。ただ人間社会において、人間

始祖の堕落のために、人類歴史始まって以来、数多くの闘争が展開されてきたのです。

（三）　存在様相

　次は、存在者がいかなる様式で存在しているかということ、すなわち存在様相について説明

されています。被造物の存在様相は運動ですが、それは時間、空間内における物理的運動

をいます。それゆえ存在様相は被造世界のみに成立する空間的な概念です。神様は絶対者

であられるので、神様が時空的性格を帯びた運動をするということはありえません。したがって、

原相の存在様相という概念は成立しないのです。しかし、被造世界の存在様相に対応する原

型は原相内にあるのです。

　（１）円環運動

　被造世界において、主体と対象の関係にある二つの要素または個体が目的を中心として授

受作用をすれば、その結果として合性体が生じると同時に運動が始まります。その際、中心の

目的は存在者ではありません。また合性体は授受作用の結果として生じる状態にすぎません。

したがって授受作用において、実際に運動に参加するのは主体と対象の二つの要素（個体）

だけです。そのとき授受作用の中心（目的）は主体と対象の中間にあるのではなく、主体の中

にあります。したがって授受作用による運動は、主体を中心とした円環運動として現れるように

なります。

　例えば原子においては電子が核を中心に回っており、太陽系において惑星が太陽を中心

に回っています。授受作用の中心である目的が核や太陽にあるからです。

　それでは被造世界において、主体と対象はなぜこのような運動を行うのでしょうか。神様の世

界には時間も空間もなく、運動はありえません。しかし、たとえ神様に円環運動のような存在様

相はないにしても、被造世界の円環運動の原型が神様にはあるはずなのです。それが性相と

形状の授受作用の円満性、円和性、円滑性なのです。すなわち原相では性相と形状が心情



（目的）を中心として円満な授受作用をなしていますが、この授受作用の円満性あるいは円和

性が、時間・空間の世界に象徴的に展開されたのがまさに円環運動なのです。

　万物世界は、神様の属性の象徴的な表現体になっています。例えば海の広さは神様の心

の広さを象徴したものであり、太陽の熱は神様の愛の温かさを象徴し、太陽の光は神様の真

理の明るさを象徴しています。同様に、被造世界の円環運動も神様の中の何かを象徴してい

るのであって、それが原相内の授受作用の円和性なのです。授受作用の円和性は、心情を

中心とする愛の表現です。すなわち授受作用の円和性の表現である円形は、同時に愛の表

現でもあるのです。そのように、愛は角のないものであり、円形で表現することができます。した

がって、原相をもし図で表すとするならば、円形または球形となるのです。

　神様は無形であられて一定の姿はありません。その代わり、神様はどんな姿にでも現れうる

可能性として存在されているのです。すなわち、神様は無形にして無限形なのです。これは水

に例えることができます。水は一定の形はありませんが、四角の器に入れれば四角に、三角の

器に入れれば三角に、丸い器に入れれば丸くなります。器によってどんな形にもなります。す

なわち無限形なのです。しかし水の代表的な形は何かといえば、球形です。それは水滴が球

形であることから分かります。

　同様に、神様は時には波のような姿として、時には風の姿として、また時には炎のような姿で

現れます。しかし代表的な形があるとするならば、それは球形です。そういう意味において、原

相は円形あるいは球形で表されるのです。万物も原相に似て、すべて基本的な形態は球形を

成しています。原子や、地球、月、太陽、星などはみな球形をしています。植物の種や、動物

の卵も、基本的にみな球形なのです。

　万物の運動が円環運動であるというのは、原相の授受作用の円和性に似ているからですが、

それはまた原相自体の球形性あるいは円形性に似ているからでもあるのです。

　主体と対象が授受作用するとき円環運動がなされますが、それにはもう一つの理由がありま

す。それは円権運動が授受作用の表現形態であるからです。もし対象が主体を中心に回らな

いで直線的に運動するならば、やがて対象は主体から離れてしまうので、主体と対象は授受

作用ができなくなってしまいます。授受作用ができなければ被造物は存在できなくなります。

授受作用によってのみ、生存（存続）と繁殖（発展）と統一の力が現れるからです。したがって

主体と対象が授受作用を行うために、対象は主体と関係をもたなければならず、そのために

は対象は主体の周りを回らざるをえないのです。

　（２）自転運動と公転運動

　次は、自転運動と公転運動について説明されています。いかなる個体であれ、円環運動を

なすに際して、必ず自転運動と公転運動という二通りの運動を同時に行うようになります。す

べての個体は個性真理体でありながら、連体でもあるからです。つまり、すべての個体は内的

に授受作用を行いながら、同時に外的にも授受作用を行っています。そのとき、この二つの授

受作用に対応する、二通りの円環運動が生じるのです。内的授受作用による円環運動が自転

運動であり、外的授受作用による円環運動が公転運動です。

　例えば地球は自転しながら太陽を中心に公転しており、電子も自転しながら原子核を中心

に公転しています。被造物において、このように自転運動と公転運動が同時に行われるのは、

万物の内外の運動（授受作用）が原相における内的授受作用の円和性と外的授受作用の円

和性に似ているからです。

　ところで、この内的および外的授受作用に際して、内的四位基台および外的四位基台が目

的を中心として形成されます（被造物の場合、原相とは違い、いかなる四位基台においても、

その中心に目的が立てられています）。そしてこの内的および外的四位基台の形成において、

結果が合性体である場合と新生体である場合があります。ここで結果が合性体である場合だ

け調べてみます。



　原相において、授受作用の結果が合性体である場合、内的授受作用と外的授受作用に

よって内的自同的四位基台と外的自同的四位基台が形成されますが、それが「原相の二段

構造」です。被造物もそのような原相の四位基台構造に似て内的自同的四位基台と外的自同

的四位基台を成していますが、それが「存在の二段構造」です。授受作用は四位基台を土台

にして行われるのであり、授受作用を行うと必ず円環運動が現れます。したがって内的および

外的四位基台において、内的および外的授受作用が行われると同時に内的および外的な円

環運動がなされるのです。そのとき、内的円環運動が自転運動であり、外的円環運動が公転

運動なのです。

　（３）円環運動の諸形態

　ところで被造世界において、実際に空間的な円環運動を行っているのは、天体と原子内の

素粒子だけであり、その他の万物においては文字どおりの円環運動をしていない場合があり

ます。例えば植物は一定の位置に固定されているのであり、動物も動いてはいますが、必ずし

も円環運動をしているわけではありません。しかしそのような場合も、存在様相の基本形はや

はり円環運動であり、ただそれが変形されて他の形態を取るようになっているのにすぎません。

そのように被造物の円環運動が変形されている理由は、各被造物の創造目的すなわち全体

目的と個体目的を効果的に達成するためなのです。そして実際に現れる円形運動の形態に

は、基本的円環運動、変形した円環運動、精神的円環運動という三つの類型があります。

　基本的円環運動

　基本的円環運動には、空間的円環運動と時間的円環運動の二類型があります。

　①空間的円環運動

　これは物理的、反復的な円環運動であり、天体と素粒子の自転運動および公転運動がその

例です。すなわち原相内の自同的授受作用が空間性を帯びて現れたものです。これは文字

どおりの円環運動ですが、常にほとんど同じ軌道を回っているので反復運動でもあります。

　②時間的円環運動（螺旋形運動）

　これは生物のライフサイクル（生活史）の反復と継代現象のことをいいます。植物の場合、一

粒の種から芽が出て、成長し、花を咲かせ、果実（新しい種）を実らせますが、そのとき、新し

い種は初めの種より数が増えています。この種が再び地に蒔かれれば、芽を出し、成長し、ま

た新しい果実（種）を実らせます。動物の場合も同様です。受精卵が成長して子になり、子が

成長して親になり、再び新しい受精卵ができます。この新しい受精卵がまた大きくなって親に

なります。このように植物も、動物も、ライフサイクルを繰り返しながら、すなわち代を受け継ぎ

ながら種族を保存しているのです。この運動は目的性、時間性、段階性を伴うのがその特徴

です。これを特に螺旋形運動といいます。

　ここで生物の螺旋形運動、つまり種族の保存と繁殖の意味を明らかにすることにします。万

物は人間の喜びの対象であると同時に、主管の対象でもあります。したがって結論的にいえ

ば、万物の種族保存と繁殖は人間の不断の継代と繁殖に対応するためのものなのです。人

間の肉身は永遠なる存在ではなく、霊人体のみが永生します。すなわち肉身を土台として霊

人体が完成すれば、肉身の死後、成熟した霊人体は霊界で永遠に生きるようになっています

（ただし人間の堕落によって、今日まで、人間は霊人体が未完成のまま、霊界に行っていま

す）。霊人体の完成とは、創造目的を完成することであり、人間が成長して人格を完成し、結

婚して子女を繁殖し、万物を主管すること、すなわち三大祝福の完成を意味するのです。

　地上に住んでいる人間の肉身は一定の寿命をもっていますが、肉身は繁殖を通じて次の世

代につながっています。そして万物は、そのような地上の人間の喜びと主管の対象となるため

に、やはり代を受け継ぎながら種を保存し、繁殖するようになっているのです。このような時間

的円環運動は、原相内の発展的授受作用が主として時間的、継起的な性格を帯びて現れた



ものです。

　変形した円環運動

　変形した円環運動には、固定性運動と代替性運動の二つの類型があります。

　①固定性運動

　これは、円環運動が一個体の創造目的を遂行するために固定化されたものです。あたかも

静止衛星が、その目的遂行のために、一定の位置に固定されているのと同じです。人間が住

んでいる地球の場合、地球を構成している多くの原子が勝手に運動するならば、地球はガス

状態になってしまいます。そうすると、そこに人間は住むことができません。地球が人間の住む

所となるためには、原子と原子が固く結合して、固定され、固い地殻を形成しなければなりま

せん。したがって地球を構成している原子は、人間の住む環境を造るために（全体目的のた

めに）、円環運動の形態を変えて固定化されざるをえないのです。

　生物体の各組織を構成している細胞も、みな互いに結合し、固定されています。例えば動物

の心臓をつくっている細胞は互いに固く結合していますが、これは心臓の機能である伸縮作

用（全体目的）をなすためです。もし細胞同士が互いに離れて運動するとすれば、心臓はその

機能を果たすことができません。

　②代替性運動

　動物においては、体を構成している細胞が直接、円環運動をしない代わりに、血液とリンパ

が体内を巡って細胞と細胞を連結させており、それによって細胞が互いに円環運動をなすの

と同じ効果を現しています。植物においても、導管と師管を通じて養分が体内を巡って細胞と

細胞を連結させています。そうすることによって、細胞が円環運動をなすのと同じ効果を現し

ているのです。このように血液とリンパ、また養分が流通しながら、細胞の円環運動を代身する

ことを代替性円環運動あるいは代替性運動といいます。また地球においても、マントルの対流

とかプレート（地球表面の岩盤）の移動なども、代替性運動と見ることができます。また経済生

活における商品や貨幣の流通も、やはり代替性運動に属する円環運動と見ることができます。

　精神的円環運動

　人間において、生心と肉心の授受作用は物理的な円環運動ではありません。生心の願うま

まに肉心が呼応するという意味で、精神的な円環運動なのです。また家庭や社会における人

間と人間の円満な授受作用は、主体が願うように対象が呼応するという意味で、やはり精神的

な円環運動です。例えば父母と子女の授受作用において、父母が子女を愛してよく指導すれ

ば、子女は父母の意によく従うようになります。そのとき、子女が父母の意によく従うことが精神

的な円環運動なのです。

　（３）成長と発展運動

　統一思想の発展観

　ここで成長と発展の概念を説明されています。それは統一思想の発展観を明らかにするた

めです。生物は生命をもっていますが、生命とは、原理の自律性と主管性のことであり、生物

体に潜在する意識性をもつエネルギー（またはエネルギーをもつ意識）のことです。生物の成

長は、この生命すなわち原理の自律性と主管性に基因しますが、それは生物体に潜在してい

ます。意識とエネルギーの統一物（意識性エネルギー）なのでり、この意識性エネルギーの運

動がまさに生命運動なのです。

　自律性とは、他から強いられるのではなくて、自ら進んで決定する能力です。地球は太陽を

中心として回っていますが、それはただ機械的に法則に従っているだけです。しかし生命は、

機械的に法則に従いながらも、時には自らを制御しつつ、様々な環境の変化に対処します。



そのようにして成長していますが、それが原理の自立性なのです。

　一方、原理の主管性とは、周囲に対して影響を与える作用をいいます。植物において、種を

土に蒔けば、芽が出て、茎が伸び、葉が出るというように成長しますが、その成長する力そのも

のは原理の自律性です。同時に、植物は周囲に影響を与えながら成長します。動物に酸素を

供給するとか、花を咲かせて蜂や蝶を呼ぶことなどがそれです。それが原理の主管性です。

そのように生命を成長という面から見た場合には自律性であり、周囲に影響を与えるという面

から見れば主管性になるのです。

　そのような生命による生物の成長運動がまさに発展運動なのです。ところで被造物にはすべ

て被造目的（創造目的）が与えられています。生物に被造目的が与えられているということは、

生物の中の生命が、その目的を意識していることを意味します。したがって生物の成長は、初

めから目標（目的の達成）を目指す運動なのです。

　発展には目標と方向がありますが、それは生命によって定められています。すなわち植物の

場合、種の中に生命があり、その生命が種をして木と果実を目標にして成長するように作用す

るのです。また動物の卵（受精卵）の中にはやはり生命があり、卵が成体を目標にして成長す

るように作用するのです。

　ここで宇宙の発展の場合を考えて見ます。ビッグバン説によれば、約百五十億年前、宇宙は

極めて高温で高密度の一点に凝集した状態から大爆発によって生まれ、膨張を始めました。

膨張しながら渦を巻いている熱いガスが、やがて冷えて凝縮し、多くの銀河が形成され、それ

ぞれの銀河の中でたくさんの星（恒星）が誕生しました。そして星のなかには惑星に囲まれた

ものもありましたが、その惑星の一つが地球だったのです。地球上に生命が発生し、ついに人

間が現れたのです。

　これが今日知られている科学的な宇宙の発展観の骨子です。ところでこの宇宙の発展は生

物の成長（発展）とどのように違うのでしょうか。生物とは違って、単純な物理化学的法則による

発展なのか、それとも生物の場合のように、生命による発展なのでしょうか。

　宇宙の発展を比較的短期間の過程から扱うとき、宇宙の発展は単純な物理化学的法則によ

る発展としか見ることはできません。しかし数十億年という長い期間を一つの発展過程として見

るとき、宇宙は物理化学的法則に従いながら、一定の方向に向かって進行してきたことが分か

ります。すなわち宇宙の発展には一定の目標があったといことが分かるのです。目標とは、宇

宙の主管主である人間の出現を意味します。つまり宇宙は人類の出現を目指して発展してき

たのです。宇宙の発展にこのような方向性を与えたのは、宇宙の背後に潜在していた意識で

あり、それを「宇宙意識」あるいは「宇宙生命」と呼ぶのです。

　植物の種（生命体）が発芽し、成長し、実を結ぶように、宇宙の発展においても、初めに宇宙

的な種（生命体）があり、それが今日まで膨張しながら成長してきたのであり、その成長の最終

的な実が人間であると見ることができるのです。つまり果実が果樹の成長の目標であるように、

人間が宇宙の発展の目標だったのです。先には成長は生物だけにある現象だと言いました

が、百五十億年という長い時間の目で宇宙を見れば、宇宙全体が一つの巨大な有機体として

成長してきたと見ることができるのです。

　共産主義の発展観

　次は、共産主義の発展観について調べてみることにします。発展は一定の目標に向かう、目

的をもった不可逆的な運動です。ところが共産主義は、発展を目的をもった運動であるとは決

して言いません。すなわち共産主義は、発展は事物の内部の矛盾によってなされるのであり、

そこには法則性と必然性だけが認められるだけであるといって、目的を否定するのです。なぜ

なのでしょうか。目的を立てるのは意志とか理性しかないからです。そして宇宙が生まれる前

に、目的を立てた理性があるとすれば、その理性はまさに神様のものにほかならないのです。



そうすれば結局、神様を認めざるをえなくなるのであり、神様を認めるようになれば、無神論で

ある共産主義は破綻するために、彼らはどんなことがあっても、目的だけは認めようとしないの

です。

　それに対して統一思想は、発展において必然性と法則性を認めるのみならず、そこには必

ず目的性があることを主張します。発展の主体は生命であり、生命は目的性をもつ意識性の

エネルギーであるためです。発展における法則性、必然性は、みなこの目的の実現のために

あるのです。すなわち法則性と必然性は、万物がその目的を達成するように、万物に与えられ

たものなのです。

　原相論によれば、神様の性相において、内的性相（理性）と内的形状（法則）が目的を中心

として授受作用を行いロゴスが生じました。ロゴスは理性と法則の統一体ですが、法則は神様

の宇宙創造に先立って、創造目的の実現のために、神様の内的形状の中に準備されていた

のです。

　唯物論者は宇宙の発展において目的性を否定するために、人間は単に法則の必然性に

よって生まれた無目的な存在でしかありません。したがって人間は偶然的存在にすぎず、その

ように人間に価値生活や道徳生活はすべて無意味なものになります。そのような世界は、力の

強いものだけが生きる、弱肉強食の世界になるしかないのです。

　共産主義の運動観

　共産主義は物質を「運動する物質」としてとらえています。エンゲルス（F.Engels,1820-95）は

次のように言っていました。「運動は物質の存在様式である。運動のない物質はいつどこにも

なかったし、またありえない。……運動のない物質が考えられないのは、物質のない運動が考

えられないのと同じである」。共産主義がこのように、運動を物質の存在様式であると主張する

のは、神様の存在を否定するためです。宇宙を巨大な機械としてとらえたニュートンは、その

機械を造り、始動させた存在として神様を認めました。そのように物質と運動を切り離して考え

ると、運動は物質以外の他の存在、すなわち神様のような存在によって引き起こされたと見ざ

るをえなくなるのです。それで共産主義者達は、そのよう形而上学的な運動観を防ぐために、

運動は物質が本来備えている存在様式であると主張したのです。

　統一思想から見れば、主体と対象の授受作用によって事物は存在し、運動しています。した

がって運動は万物の存在様式に違いないのです。そして運動は一個体のみに属している存

在様式ではなくて、主体と対象が授受作用するときに現れる現象なのです。

　ところで主体と対象の授受作用は、創造目的を実現するための作用です。したがって運動

は結局、創造目的を実現するためにあるのです。例えば地球は、人間が住むことのできる環

境をつくるという創造目的を実現するために、内的授受作用と外的授受作用をしており、その

ために自転運動と公転運動をしているのです。

　共産主義は運動は物質の存在様式であるというのですが、なぜ物質はそのような存在様式

をもつのか、そしてその運動の形態はいかなるものなのかということについて、何も説明してい

ません。ただ事物は対立物の闘争によって運動していると主張するだけなのです。

（四）　存在格位

　すべての個体には、必ずそれぞれの存在位置が与えられています。そのとき個体に与えら

れている位置のことを存在格位といいます。一個体は他の個体とともに主体と対象の関係、す

なわち授受の関係を結んでいますが、そこに主体と対象の格位の差が生じるのです。

　連体から見た存在格位

　一個体は個性真理体であると同時に連体であるために、対象の位置（対象格位）にありなが



ら、同時に主体の位置（主体格位）にもあります。その結果、数多くの個体が上下、前後、左右

に連結されて、位置（格位）の系列を成すのです。その位置の系列がすなわち秩序なのです。

このような主体格位と対象格位の系列、すなわち連体の系列は、原相における主体と対象の

格位が、三次元の空間の世界である被造世界に展開してできたものです。

　宇宙には無数に多くの星がありますが、それらがみな連体であるために、格位の差異を通じ

て授受作用を行いながら、一大秩序体系を形成しています。そのような宇宙の秩序は原相の

二段構造に似た存在の二段構造が、連続的、段階的に拡大し、形成されたものなのです。連

体は二重目的体でもあり、宇宙のすべての存在は連結されているのです。かくして宇宙は一

大有機体となっているのです。そのような有機体秩序の最上位に人間が位置しており、人間

の上に神様が位置しているのです。

　縦的秩序と横的秩序

　宇宙の秩序には縦的な秩序と横的な秩序があります。宇宙の縦的秩序の例を挙げれば、次

のようなものがあります。月（衛星）と地球（惑星）は対象と主体の関係で授受作用を行ってい

ます。また地球は太陽と授受作用を行って、他の惑星と共に太陽系を形成していますが、そ

のとき、地球が対象で太陽が主体です。次に太陽は他の多くの恒星と共に銀河系の中心にあ

る核恒星系と授受作用を行って銀河系を形成しています。そのとき、太陽は対象で銀河系の

中心である核恒星系は主体です。さらに銀河系は他の多くの銀河系と共に宇宙の中心部と授

受作用をして、宇宙全体を形成しています。そのとき、銀河系は対象で宇宙の中心部が主体

です。このような月の中心を連結する系列が宇宙の縦的な秩序なのです。

　次は、宇宙の横的な秩序の例を挙げてみます。太陽系を見ると、太陽を中心として水星、金

星、地球、火星、木星、土星、天王星、海王星、冥王星という、九つの惑星が横的に秩序正し

く配列しています。太陽を中心としたこれらの惑星間の配列が太陽系における横的な秩序な

のです。このような横的秩序が惑星をもつ他の恒星にも現れているのはもちろんです。

　宇宙秩序と家庭秩序

　家庭も、宇宙のような秩序体系を成しているのが、本来の姿です。家庭には孫、子女、父母、

祖父母、曾祖父母という縦的な秩序と、父母を中心とした子女たちの兄弟姉妹の序列としての

横的な秩序があるのです。

　構成要素という観点から見れば、人間は小宇宙であり、宇宙の縮小体です。そして秩序とい

う観点から見れば、家庭は宇宙の縮小体であり、宇宙は家庭の拡大型であります。一つの銀

河系の中には、太陽系のような惑星系が無数にあり、また宇宙には銀河系が無数にあると言

われています。したがって宇宙は無数の天体家庭の集合体であると見ることができます。

　ところで宇宙において、円満な授受作用によって秩序が維持されています。太陽系では、大

要を中心にした九つの惑星が、太陽との授受作用によって、それぞれ一定の軌道を回りなが

ら円盤形を保っています。銀河系は、約二千億の恒星から成っていますが、それらの恒星は

銀河系の中心にある核恒星系との授受作用によって、それぞれ一定の軌道を回りながら、全

体が凸レンズ状の形を成しています。また宇宙には約二千億の銀河がありますが、それぞれ

の銀河が宇宙の中心と授受作用を行いながら、一定の軌道を回り、宇宙全体の統一をなして

いるのです。

　このような宇宙の秩序が家庭にも適用されます。宇宙において、、天体相互間の円満で調和

的な授受作用（天道）によって、宇宙の秩序と平和が維持されるように、家庭においても家族

相互間の円満で調和的な授受作用の法則、すなわち愛の道理によって、家庭の秩序と平和

が維持されなければなりません。この愛の道理がまさに倫理であり、天道に対する家庭の規範

なのです。ところが人間の堕落のために、家庭は本来の秩序の姿を失ってしまいました。それ



ゆえ家庭倫理が破綻し、不和が生じるようになったのであり、家庭の延長であり、拡大型である

社会にも絶えず混乱が引き起こされているのです。

（五）　宇宙の法則

　宇宙を支配している法則（真理）は天道ともいわれますが、それは主体と対象の円満な授受

作用のことです。宇宙の授受作用の法則には、次のような七つの特徴または小法則がありま

す。

　①相対性

　すべての存在は、それ自体の内部に主体と対象の相対的要素をもつばかりでなく、外的に

他の存在と主体と対象の相対関係を結んでいます。これが相対性です。そのような相対性を

もたなければ、万物は存在することも、発展することもできません。

　②目的性と中心性

　主体と対象の相対的要素は、必ず共通の目的をもっており、その目的を中心として、授受作

用を行っています。

　③秩序性と位置性

　すべての個体には各自が存在する位置、すなわち格位が与えられており、そのような格位に

よって、一定の秩序を維持しています。

　④調和性

　主体と対象の授受作用は円和性であり、調和的であって、そこには対立とか闘争はありえま

せん。神様の愛が常に作用しているからです。

　⑤個別性と関係性

　すべての個体は、個性真理体でありながら同時に連体を成しています。したがって各個体は

固有の特性（個別性）をもちながら、他の個体と一定の関係をもって、相互作用を行っていま

す。

　⑥自己同一性と発展性

　すべての個体は一生を通じて変わらない本質、すなわち自己同一性を維持しながら、同時

に、成長とともに変化しながら発展する面、すなわち発展性をもっています。宇宙もそうです。

　⑦円環運動性

　主体と対象の授受作用において、対象は主体を中心として回り、空間的または時間的に円

環運動を行っています。

　このような宇宙の小法則は、ロゴスの作用であるということができます。ところで、ロゴスは法

則でありながら、心情を土台とした理性を含んでいます。したがって、ロゴスの背後には愛が作

用しているのです。それは神様が宇宙をロゴスで創造されるとき、心情と愛が動機であったた

めです。したがって文先生は、宇宙には物理的な力だけではなく、愛の力も共に作用している

と言われたのです。

　宇宙の法則が個人に適用されれば道徳となり、家庭に適用されれば倫理となります。すなわ

ち宇宙の法則と道徳および倫理の法則は対応関係にあるのです。家庭を拡大したものが社

会です。したがって、社会にも天道に対応する社会倫理が立てられなければならないのです。

　宇宙の法則に違反すれば、個体は存在できなくなります。例えば太陽系の惑星の一つが軌

道を外れれば、その惑星は自己の存在を維持できなくなるのみならず、太陽系に一大異変が

生じるのです。それと同じように、家庭や社会においても、人々が倫理法則に違反すれば、破

壊と混乱が生ずるしかないのです。したがって混乱した社会を救うためには、倫理法則を確立

することが何よりも緊急な課題なのです。

　ところが従来の宗教や思想に基づいた倫理論は、論理的な説明がないために、分析的で理

性的な現代人にとっては説得力がなく、今日、大衆の関心をほとんど引くことができなくなって



います。それに対して統一思想は、倫理法則は人間が恣意的に作った法則ではなく、宇宙の

法則に対応する必然的なものであることを明らかにし、倫理と道徳の実践の当為性を教えて

います。その内容については価値論や倫理論で詳しく説明されています。

　最後に、統一思想の立場から宇宙法則に関する共産主義の見解を検討してみます。共産

主義は弁証法的宇宙観ですから、宇宙の運動、変化、発展は事物に内在する矛盾あるいは

対立物の闘争によってなされると主張します。そして人間社会が発展するためにも、闘争すな

わち階級闘争が必要であるというのです。レーニンは『哲学ノート』の中で、「対立物の統一

（一致・同一性・均衡）は条件的、一時的、経過的、相対的である。互いに排除しあう対立物の

闘争は、発展、運動が絶対的であるように、絶対的である」といい、「発展は対立物の『闘争』

である」とまで断言しています。

　このように共産主義は、対立物の闘争によって事物は発展していると主張していますが、実

際に、宇宙にはそういう現象を発見することはできません。宇宙は今日まで、調和をしながら発

展してきたのです。科学者たちが宇宙を観察してみれば、星の爆発のような現象を発見します

が、それは部分的な破壊現象であるだけで、決して宇宙の全体的な現象ではありません。そ

れは生物体において、古くなった細胞が消え、新しい細胞が出現する現象と同じであって、新

しい星の誕生のために、古くなった星が消えていく過程なのです。

　動物の世界は弱肉強食の世界であるので、動物界に限ってのみ、対立物の闘争理論が合う

のではないかと考えるかもしれません。例えば、蛇はカエルを食べ、猫はネズミを食べていま

す。共産主義はこういう事実をもって、人間社会の闘争理論を合理化しようとするかもしれませ

ん。しかし蛇とカエルや、猫とネズミの場合、互いに種が違う動物同士の闘いです。分類学上

から見れば、生物は界、門、綱、目、科、属、種に分類されます。猫とネズミは目から違ってい

るのです。蛇とカエルの場合、綱において、蛇は爬虫類、カエルは両棲類に属しています。蛇

とカエルは綱から違っているのです。すなわち、ある動物がある動物を殺すという場合、その

二つの動物は分類学上、少なくとも、互いに種が違っているのです。

　自然界では同じ種に属する動物同士が、戦うとしても、殺し合うようなことは極めてまれです。

猫はネズミを食べるが、猫同士が殺し合うことはありません。蛇はカエルを食べますが、同じ蛇

を食べることはありません。しかし人類はホモ・サピエンスとして、同じ種に属していながらも、

人間同士が互いに奪い合い、殺し合っているのです。したがって自然界における弱肉強食の

現象をもって、人間社会の闘争を正当化することはできないのです。

　ライオンの群れに、新しい雄のライオンを入れると、その群れのボスの間に闘いが起きます。

しかし、それはボスを決めるための闘いであり、秩序を立てるための闘いなのです。いったん

強弱が決定されれば、弱者はすぐに強者の前に屈服して戦いは終わります。このような戦い

は、人間が人間を殺すような闘争とは本質的に異なっています。そのように、自然界には人間

社会の闘争を合理化する現象は全く見られないのです。

　人間同士が奪い合い、殺し合うような行為は、人間が堕落した結果、その性質が自己中心

的になったために生じたのです。したがって人間が本来の状態に帰れば、人間社会の闘争は

見られなくなるでしょう。また人間が堕落しなかったならば、人間は万物の主管主となり、自然

界を愛をもって主管するようになっていたのです。

　そのようにして、共産主義がいうように、自然界の発展において、決して矛盾の法則や対立

物の闘争の法則が作用しているのではなく、かえって、相対物（主体と対象）間の調和ある授

受の法則が作用しているだけなのです。


